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3 月 22 日（金）春を楽しむ 

 草木は芽を出し、蕾はほころびて伸び伸びと成長する春

の季節。春はまさに万物成長のときと言えるでしょう。 

 私たちもこんな春を迎えて、大いにこれを楽しみ、大い

に成長していかなければならないと思います。春を楽しむ

心は、人生を楽しむ心に通じます。長い人生には、ときに

は不愉快なこともあり、面白くないときもありますが、春

を楽しむように人生を楽しむ心があるならば、やがてまた

春のそよ風のように、心もやわらいで、生き甲斐も感じら

れてきます。そして野山の樹々が一年一年と年輪を加えて

いく如く、お互いの心も、去年よりも今年、今年よりも来

年と一年一年成長していくと思うのです。 

 

3 月 23 日（土）迷いと判断 

私は極小の商売から今日までの間、たとえば“新しい仕

事をすべきか否か”を決める場合、全部自分一人で決断し

てきたかというと、決してそうではありません。自分はや

りたいと思うけれども、それだけの力があるかどうか自分

で判断がつかないというときも実際ありました。 

そういうときにはどうしたかというと、第二者にすっか

り打ち明けて「いまこういうことで迷っているんだ、君な

らどう思うか」と尋ねました。「それは松下君、あかんで」

「きみの力やったらやれる」といろいろ言ってくれる。迷

ったときには、私は得心のいくまで他人の意見を聞いてみ

るということをやりながらだんだん大きくなってきたの

です。 

 

3 月 24 日（日）即断即行 

昔から「兵は神速を貴ぶ」という言葉がある。一瞬の勝

機を的確につかむかどうかに勝敗の帰趨がかかっている

場合がある。そういうときにいたずらに躊躇逡巡していた

のでは機会は永遠に去ってしまう。だから大将たる者は、

即断、即行ということがきわめて大事である。 

これは何も戦にかぎらず、一国の運営、会社でも同じで

ある。情勢は刻々にうつり変わっていく。だから一日の遅

れが一年の遅れを生むというような場合も少なくない。も

ちろんきわめて慎重に時間をかけて事を運ぶことが必要

な場合もある。しかし大事にあたって即断、即行できる見

識と機敏な実行力は指導者に不可欠の要件だと言えよう。 

 

3 月 25 日（月）協調性を持つ 

みなさんが、それぞれの会社の社員である以上は、多数

の同僚と相談して仕事をしなければならないということ

になりますから、人の立場を重んじない、いわゆる協調性

の少ない人は困ると思うのです。 

 自分はこう思うが、あの人はああ思うのだな、それも一

つの考え方だろうな、というように人の言に耳を傾ける、

というところに協調性が成り立つのです。もちろん、自己

というものを卑屈にして協調せよというのではありませ

ん。けれども自己にとらわれた主張は協調性を欠きます。

この点は、どのような立場にいようと考えなければならな

い、非常に大事な問題ではないかと思います。 

 

3 月 26 日（火）権限の委譲 

 一人の人間の力というものはどうしても限りがある。そ

の限りある力以上のことをしたり、させたりすれば往々に

して失敗する。力にあった適正な範囲で事を行なうのが一

番よいのであって、その事が力に余るようであれば、それ

を分割して何人かの力によって行なわせることが望まし

い。 

 指導者としては、仕事を適切な大きさに分け、その分野

については責任と権限を委譲して、各人の力に応じた仕事

を徹底してもらうことを考えなくてはならないと思う。そ

れぞれの責任範囲をはっきりさせることによって、仕事に

ムダがなくなり、能率もあがるようになるのである。 

 

3 月 27 日（水）見えざる契約 

今日、何千万人という需要者の方がたが、生活を豊かに

していくために物が欲しいというとき、それが現実に手に

入らなければ、非常に不自由な思いをせざるを得ないでし

ょう。私たちはあらかじめそういうことを予期して、万般

の用意をしておかねばなりません。それはいわば、私たち

と大衆との見えざる契約だと思うのです。別に契約書があ

るわけではありませんが、私たちはこの見えざる契約、声

なき契約をよく自覚する必要があります。そして、その契

約を遂行していくために、常日ごろから万全の用意をして

おくことが、私たち産業人に課せられた、きわめて大きな

義務であり責任だと思うのです。 

 

3 月 28 日（木）百年の計を立てる 

 終戦後、日本が大きな経済発展を遂げてきたということ

は確かに事実ですが、それが果たして真の経済発展である

かどうかというと、いろいろ疑問があります。少なくとも、

二十年なり三十年前に、二十年後、三十年後の日本をこう

いう状態に持っていくんだという計画を立てて取り組ん

だのではなく、いわば無我夢中で働き、ハッと気がついた

ら経済大国になっていた、というのが実情だという感じが

します。 

 しかしここへきて、今後ともこういう状態ではいけない。

本当に永遠に通じるような正しい哲理哲学のもとに、大き

な理念を打ち立て、そして百年、二百年の計を立てる時期

にいまはきていると思います。 

 


